
　この夏、自治協議会では、子どもたちの
学習の場として集会所を開放。お茶やお菓
子を用意したのに、ほとんど利用されなかっ
たんです。なるほど、子どもたちに利用方
法を考えてもらった方がよかったなと。子
どもを地域の一員と捉え、一緒に考えるこ
とが大切だと改めて思い知らされましたね。

　「つつじっ子会議」は、そんな子どもたち
の声を聞ける大切な場。真剣に耳を傾け、
どうすれば実現できるのか、また、実現が
難しければ、なぜ難しいのかをきちんと伝
えます。ある日、子どもたちが「溝にごみ
が詰まっているよ」と市民センターへ知ら
せてくれて、一緒に掃除したこともありま
す。地域の困りごとを自分事と捉えてくれ
たことがすごく嬉しかったですよね。

　空き家の問題は、深刻に受け取っていて、
定期的な調査を実施しているほか、近大高
専の学生による調査結果を地域の広報紙で
も連載。一人ひとりに危機感を持ってもら
うことからはじめていこうと考えています。

　これからも、子どもや女性、若者を巻き
込みながら、空き家問題を含むさまざまな
地域課題に取組み、子どもたちが大人になっ
たとき、つつじが丘に住みたいな、戻りた
いなと思えるような、賑わいあふれるまち
であり続けたいと思います。
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◎空き家の活用・処分でお悩みの人へ「住まいの活用無料相談会」を開催 ▶▶ 詳しくは 11ページで
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加したりして、子どもたちは地域の人と顔なじみに

社会で得た経験を生かしながら、
まちづくりへの参画を続ける

まちには多くの困りごと
があることを知る

困りごとを解決しようと地域
で取り組んでいる様子をみる。
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つつじが丘の事例をもとにシミュレーション
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つつじっ子会議の活動や近大高専の学生による研究をもとに作成

START

　空き家は個人の財産ですの
で、他人が勝手に手入れでき
ません。だからと言って放置
するのではなく、まずは、現
状を把握し、地域内で共有することが大切です。
そして、自分の家が空き家になった際の対応を考
えておく意識を高めていくなど、地域ぐるみで取
り組んでいく必要があります。

　特にニュータウンの空き家は、都会の移住者が
望む田舎ならではの景観や畑などの付加価値があ
る物件が少なく、根本的には人を流出させない取
組が求められます。地域の協力を得て、つつじが
丘の空き家の状況や互助の取組を調査・研究した
本校の学生もまた、「子どものころからまちづくり
に関わり、将来的にここで子育てをしたいと思え
る循環をつくること」の必要性を訴えています。

つつじが丘・春日丘自治協議会　

会長  大内 房
ふ さ お

雄 さん

つつじっ子会議メンバー（南中学校 3年生）森本 未
み く

來 さん ▶ ▶

　会議に参加するまでは、地域の人と接する
こともなかったけれど、今では、いろんな人
に大きな声であいさつできるように。すると、
笑顔でいろいろ話しかけてくれるようになっ
て、それがなんだかうれしいなって思います。

　それに、会議に出
てる地域の皆さんを

みていると「つつじが丘が
好きなんやな」ってすごく伝

わってくる。現在は、大好きなつつじ
が丘のことを多くの人に知ってもらえ
るようなクイズ企画を練っています。

　会議のメンバーで考えたご当地キャラ「えみ
らる」が、イベントや看板、お弁当など地域の
いろんなところで活用されるようになってきて、
うれしいし、なんだか達成感があります。
　中学校を卒業すると、会議を抜けることにな
りますが、地域の大人とも顔なじみになれたの
で、今後も「子どもフェスタ」な
ど地域の行事に関わっていきたい
ですね。つつじが丘は、人が温
かくて、すごく居心地のいいとこ
ろ。できれば、ずっと住み続けた
いなって思っています。
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地域課題と市の取組 ➌ 「空き家」

近畿大学工業高等専門学校
 教授　立

た つ か み
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空き家対策は現状把握からから

　適正に管理されていない空き家は景観を損
そこ

ねるだけ
でなく、害獣の生息や放火、不法投棄、建物部材の落
下などの問題を引き起こします。
　名張市の住宅総数の実に 7分の１が空き家という状
況の中、市では、「空き家バンク」による空き家売
買のサポート（8月末現在の登録件数…251件、

成約件数…176件）や、移住者向け中
古住宅改修に対する補助、危険な空き家の
除却補助などの取組を進めています。

営繕住宅室  室長   
浪花 武志   営繕住宅室　 63-7740空き家バンク

補助制度など

まちをを未来未来へへつなぐつなぐ

まちじゅうに子どもたちまちじゅうに子どもたち
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地域の課題を話し合う「つつじっ子会議」地域の課題を話し合う「つつじっ子会議」
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名張市の空き家の状況

　　　空き家数が2
0年で

２倍
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住宅・土地統計調査／総務省
7軒に 1軒が
空き家
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▶特集  まちの賑わい、明日へつなぐ。　　子どもにまちへの関心を

将来的に名張に住みたい（41.5％）
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